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「高速観光船ななしま２」事業計画書

１　施設の概要

⑴　名　称　　高速観光船ななしま２
⑵　所在地　　十島村宝島（前籠漁港）
⑶　構　造　　アルミ船
⑷　施設内溶　　
①　規模　　　　　
ア　総トン数　19トン　　
イ　長さ（全長）　22.40ｍ　　
ウ　幅　4.40ｍ

エ　深さ　1.60ｍ　　
オ　吃水　0.90ｍ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

カ　速度　　最大航海速力32.0ノット　航海速力26.0ノット

②　エンジン　
ア　主機関　４ｻｲｸﾙﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関　ﾔﾝﾏｰ６AYS－GT　（最大1002ps×２基）

イ　主発電機　ヤンマーＹＮＧＮ25Ｂ

ウ　主要装備品　レーダー、ＧＰＳ、ＶＨＦ送受信機、パワートリム、衛星電話、
船内監視カメラ、空調設備、ゴムボート（搭載艇）、フラッシュライト

③　旅客定員　　
12名（最大30名）　

④　竣行日　　　
平成10年10月２日

⑤　運営に関する事項

　　　ア　航路　　不定期航路（屋久島～十島村～奄美大島）

　　　イ　母港　　十島村内の漁港及び港湾

２　事業内容

⑴　高速船の施設及び設備の維持管理に関すること。

⑵　高速船の運航に関すること。
⑶　高速船の利用許可に関すること。

⑷　高速船の利用料金の収受及び決定に関すること。
⑸　高速船の管理業務に付随すること。

３　関係法規等の遵守

⑴　地方自治法及び同施行令

⑵　十島村高速観光船ななしま２の設置及び管理に関する条例及び同施行規則

⑶　十島村公の施設に係る指定管理者の指定の手続き等に関する条例及び同施行
規則

⑷　海上運送法、船員法、船舶安全法等

⑸　十島村個人情報保護条例及び同施行規則

⑹　十島村情報公開条例及び同施行規則

４　施設の設置目的の効果的達成

⑴　条例、同施設規則及び関係法令（海上運送法、船員法、船舶安全法等）に基づき適切な管理を行う。
⑵　村民の福祉の向上に寄与する。
⑶　村の行政の利用による運航を優先させる。
⑷　高速船利用者の平等を確保する。
⑸　高速船利用者に対しては、親切丁寧を旨とし、対応に十分注意する。
⑹　高速船利用者の安全確保を第一とする。
⑺　適宜巡回し、利用状況の適否等につき監視するとともに、不審者や徘徊者等の発見及び排除に努めること。
⑻　施設及び設備等について定期的に点検し、修理や取替え等について適切な措置を講じる。
⑼　適切な広報を行なうなど、施設の利用促進を積極的に図る。
⑽　高速船利用者にとって快適な施設であることに努める。
⑾　高速船利用者のサービス向上に努める。
⑿　個人情報の保護を徹底する。
⒀　情報公開を積極的に推進する。
⒁　指定管理者が施設の管理運営に係る各種規定等を作成する場合は、十島村と協議する。
⒂　災害緊急時の体制を確保する。

５　効率的な管理
⑴　経費削減
質の高い施設サービスを確保しつつ、最も効率的な運航管理に努める。
⑵　収支計画書
別表１参照

６　適正かつ確実な管理
⑴　要員配置計画
別表２参照
⑵　安全管理に関する事項
安全管理規定を速やかに作成、届出を行うとともに、事故や災害が発生した場
合に備えた危機管理体制を確立し速やかに関連機関に通報し最善の処置を講ず
る。
⑶　個人情報の保護に関する事項
情報管理の徹底に努め個人情報の漏洩等の防止を図る。
⑷　緊急時や苦情発生への対応策
連絡網を構築し速やかな対応を行う。
⑸　障害者、歩行困難な高齢者、単身児童の受け入れ
付き添いを原則とする。
⑹　施設内外の巡視及び防火、防犯
毎日点検し異常の有無を確認する。
⑺　施設内の清掃
毎日清掃を実施し、消耗品の補充及び確認を行う。
⑻　利用時間
利用時間は日の出から日没までとする。ただし、指定管理者が特に必要である
と認めるときには、村長の承認を得た上でこれを変更する。

⑼　施設の設備
定期的に点検を行い異常の場合速やかに十島村役場に連絡するとともに適切
な対応をとる。
⑽　運休日
船舶検査等による場合及び村長の許可を得た場合とする。
（参　考）








